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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品
のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA機器、通信機器、計測機器、AV機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、
かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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M66335FP 
Facsimile Image Data Processor 

RJJ03F0248-0200 
Rev.2.00 

2008.08.07 

概要 
M66335は，イメージセンサで光電変換されたアナログ信号を二値化するためのファクシミリ用画像処理コ
ントローラです。 
画像処理としてピーク値検出，不均一補正，解像度変換，解像度補償，γ 補正，背景・文字レベル検出，
誤差拡散，像域分離，領域指定機能があります。 
本コントローラ内部には，アナログ処理回路，7ビットのフラッシュタイプ A/Dコンバータ，画像処理用
メモリを内蔵するとともにイメージセンサ，CODEC (Coder & Decoder) へのインタフェース回路を内蔵して
いるため本 LSIのみで画像処理を行うことができます。 

特長 
• 高速スキャン (最高 2 ms/ライン，標準 5 ms/ライン) 
• B4 (8画素/mm，16画素/mm) イメージセンサまで対応可能 
• イメージセンサ (CCD, CIS) の制御 
信号発生 
縮小型 CCD用: SH, CK1, CK2, RS 
密着センサ (CIS) 用: SH, CK1, CK2 

• アナログ処理回路内蔵 (M64291相当) 
サンプル&ホールド回路 
ゲインコントロール回路 
黒レベルクランプ回路 
A/Dコンバータ用基準内部電源 

• 7ビットフラッシュタイプ A/Dコンバータ内蔵 
• 画像処理用メモリ内蔵 
不均一補正メモリ，ラインメモリ，誤差メモリ，γ 補正メモリ 

• 二値化データの外部出力インタフェース 
シリアル出力 (→M66330) 
DMA出力 

• 多値データの外部出力インタフェース 
不均一補正済みデータの DMA転送 

• 多彩な画像処理機能 
不均一補正 
解像度変換: 50%～200% (1%刻み) 
解像度補償: (2次元処理，文字/写真ごとに補正可) 
γ 補正: (文字/写真ごとに補正可) 
背景・文字レベルの検出 
擬似中間調化 

• 誤差拡散法 (6ビット処理の 64階調) 
• 組織的ディザ法 (8 × 8マトリクスの 64階調) 

像域分離 (2次元処理) 
• 5 V単一電源 
 

用途 
ファクシミリ・ワープロ・イメージスキャナ 
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表 1 画像処理機能 

画像処理機能 仕様 備考 
読み取り幅 • A4, B4  
解像度 • 8 画素/mm, 16 画素/mm (主走査方向)  
読み取りスピード • 標準 5 ms/ライン, 最高 2 ms/ライン • システムクロックで操作 
不均一補正 • 白補正, 黒補正 

• 補正範囲は 50% 
• 補正メモリを内蔵 
• MPU からリード/ライト可能 

γ 補正 • 対数補正 • γ 補正メモリを内蔵 
• 文字/写真ごとに補正可能 

解像度補償 • 2 次元処理によるラプラシアンフィルタ回

路 
• 補正メモリを内蔵 
• 文字/写真ごとに補正可能 

単純二値化 • 背景・文字レベル検出回路による 
フローティングスライス方式 

 

疑似中間調化 • 誤差拡散: 6 ビット処理 (64 階調) 
• 組織的ディザ法: 8 × 8 マトリクス (64 階調)

• エラーバッファメモリを内蔵 
• 64 W × 6 bit ディザメモリ内蔵 

像域分離 • 輝度差による 2 次元処理  
画像縮小 • 変換率 50%～100% (1%刻み) • 間引きラインを次ラインと平均化出力できま

す。 
画像拡大 • 変換率 100%～200% (1%刻み) • 繰り返しラインを次ラインと平均化出力でき

ます。 
イメージセンサの

制御信号 
• 密着イメージセンサ 

(クロックデューティ: 75%) 
• 縮小型イメージセンサ 

 

アナログ処理 • サンプル/ホールド回路, ゲインコントロー

ルアンプ 
黒レベルクランプ回路, 7 ビット A/D コンバ

ータを内蔵 

 

 



M66335FP 

RJJ03F0248-0200  Rev.2.00  2008.08.07  
Page 4 of 59 

デジタル端子機能説明 
区分 端子名 入出力 機能 

SH 出力 CCD の場合は，センサの感光部の電荷を転送部に移送するシフトパルス信号，CIS
の場合は，センサ読み取り回路のスタート信号を出力します。 

CK1 出力 CCD の場合は，センサの転送部の信号電荷を順次転送するクロックパルス信号，

CIS の場合は，センサ読み取り回路のシフトレジスタ用クロックパルス信号を出

力します。 
CK2 出力 CK1 の逆相パルスです。 
RS 出力 CCD センサのフローティングキャパシタ部の電圧を初期状態にもどすリセット

パルスを出力します。 

センサ部

インタ

フェース 

PTIM 出力 読み取りローラ用のパルスモータコントロール信号を出力します。 
SRDY 入力 CODEC 部のデータ転送開始レディ信号です。 
STIM 出力 CODEC 部へのデータ転送区間を定義します。 
SCLK 出力 CODEC 部への画像データを転送するクロック信号です。 

CODEC 部

インタ 
フェース 

SVID 出力 CODEC 部へ画像データをシリアル出力します。 
DRQ 出力 イメージデータを MPU バスを介して，パラレル出力するための外部 DMA コント

ローラへの DMA リクエスト信号です。 
DAK 入力 上記 DRQ 信号に対する外部 DMA コントローラからの DMA アクノリッジ信号で

す。 

DMA 
インタ

フェース 

INT 出力 1 ライン終了割り込み 
SYSCK 入力 システムクロック入力端子です。 クロック 
ACCK 出力 1 ライン周期クロック 
RESET 入力 システムリセット入力です。周期カウンタ, レジスタ, F/F, ラッチをリセットしま

す。 
CS 入力 MPU が M66335 をアクセスするために必要なチップセレクト信号です。 
RD 入力 MPU が M66335 からデータを読み出す際に入力するコントロール信号です。 
WR 入力 MPU が M66335 にデータを書き込む際に入力するコントロール信号です。 
A0～A4 入力 M66335 内部の各種レジスタにアクセスするためのアドレス信号です。 

MPU 
インタ 
フェース 

D0～D7 入出力 8 ビットの双方向性バッファです。 
VCC — 正電源供給端子です。 
GND — GND 端子です。 
TESTI, 
TEST0～6 

入力 テスト用入力端子です。"L"に固定してください。 

その他 

TESTO 出力 テスト用出力端子です。オープンにしてください。 
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アナログ端子機能説明 
区分 端子名 入出力 機能 

AVCC — アナログ電源端子です。(定格電源電圧は 5 V です。) 電源 
DVCC — デジタル電源端子です。(定格電源電圧は 5 V です。) 
AGND — アナロググランド端子です。 GND 
DGND — デジタルグランド端子です。 

センサ信号 
入力部 

AIN 入力 CCD または CIS からのアナログ出力信号を入力する端子です。 
(CCD の場合は容量結合により入力し，クランプレベルをもたない CIS の場合

は直接入力します。) 
C1, C2 入力 ゲインコントロール回路の周波数特性を調整する端子です。 
LEVAJ 入力 ゲインコントロール回路の出力信号のDCレベルを調整する電圧を入力する端

子です。 
LEVAJ の電圧を VLEVAJ，入力信号を VIN，ゲインコントロール回路のゲインを

GVとした場合，GCAO の出力電圧 VGCAOは 
VGCAO = VLEVAJ + GV × VIN 

となります。 
VINとは CCD・CIS3 入力の場合は入力クランプ回路でクランプした信号レベ

ルに対する信号成分，また CIS1・CIS2 入力の場合は GND レベルに対する信

号成分です。 

ゲイン 
コントロール

回路 

GCAO 出力 ゲインコントロール回路の信号出力端子です。 
BCMI 入力 黒レベルクランプ回路への信号入力端子です。GCAO 端子と容量結合して使用

します。 
BCMV 入力 黒レベルクランプ電圧を設定する端子で，CCD の信号処理の場合，BCMO 端

子の出力信号の黒レベルを設定します。 

黒レベル 
クランプ 
回路 

BCMO 出力 黒レベルクランプ回路の信号出力端子です。 
Vri+ 入力 A/D のフルスケール点基準電圧 (3.8 V) 発生回路の出力で，IC 内部でバッファ

を介して，VWL に接続されています。A/D の基準電圧範囲を変化する場合は

この端子より DC 電圧を入力します。 
Vri– 入力 A/D のゼロ点基準電圧 (1.8 V) 発生回路の出力で，IC 内部でバッファを介し

て，VBL に接続されています。A/D の基準電圧範囲を変化する場合はこの端子

より DC 電圧を入力します。 
ADIN 入力 A/D 変換回路への信号入力端子です。CCD の場合は BCMO 端子に，CIS の場

合は GCAO 端子に接続して使用します。VWL, VBL で設定された電圧範囲内 
(1.8～3.8 V) の信号を入力してください。 

VWL 出力 A/D のフルスケール点基準電圧 (3.8 V) 発生回路の出力で，IC 内部で A/D コ

ンバータに接続されています。 

A/D 
コンバータ 

VBL 出力 A/D のゼロ点基準電圧 (1.8 V) 発生回路の出力で，IC 内部で A/D コンバータ

に接続されています。 
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絶対最大定格 
(指定のない場合は，Ta = –20～+75°C) 

項目 記号 定格値 単位 
電源電圧 VCC –0.3～+6.5 V 
入力電圧 VI –0.3～VCC + 0.3 V 
出力電圧 VO 0～VCC V 
アナログ電源電圧 AVCC VCC – 0.3～VCC + 0.3 V 
電源電圧 DVCC VCC – 0.3～VCC + 0.3 V 
リファレンス電圧 (白) VWL –0.3～AVCC + 0.3 V 
リファレンス電圧 (黒) VBL –0.3～AVCC + 0.3 V 
アナログ入力電圧 VAIN –0.3～AVCC + 0.3 V 
保存温度 Tstg –55～+150 °C 
 

推奨動作条件 
項目 記号 Min Typ Max 単位 

電源電圧 (デジタル系) VCC 4.75 5.0 5.25 V 
GND 電圧 GND — 0.0 — V 
入力電圧 VI 0 — VCC V 
アナログ電源電圧 AVCC 4.75 5.0 5.25 V 
アナログ GND 電圧 AGND — 0.0 — V 
電源電圧 (デジタル系) DVCC 4.75 5.0 5.25 V 
GND 電圧 DGND — 0.0 — V 
入力レンジ 
VWL ≤ AVCC, VBL ≥ AGND 

VAIN 1.8 2.0 2.2 Vp-p 

動作周囲温度 Topr –20 — +75 °C 
【注】 ノイズ対策のため，評価ボードにおいてはアナログ系電源とデジタル系電源は分離して接続してください。 
 

電気的特性 
(指定のない場合は，Ta = –20～+75°C, VCC = 5 V ± 5%) 

項目 記号 Min Typ Max 単位 測定条件 
"H"入力電圧 VIH 2.0 — — V  
"L"入力電圧 VIL — — 0.8 V  
正方向入力スレッショルド VT+ — — 2.4 V  
負方向入力スレッショルド VT– 0.6 — — V  
ヒステリシス幅 VH — 0.2 — V  
"H"出力電圧 VOH VCC – 0.8 — — V IOH = –12 mA 
"L"出力電圧 VOL — — 0.55 V IOL = 12 mA 
"H"出力電圧 VOH VCC – 0.8 — — V IOH = –4 mA 
"L"出力電圧 VOL — — 0.55 V IOL = 4 mA 
"H"入力電流 IIH — — 1.0 µA VCC = 5.25 V, VI = 5.25 V 
"L"入力電流 IIL — — –1.0 µA VCC = 5.25 V, VI = 0 V 
オフ状態"H"出力電流 IOZH — — 5.0 µA VCC = 5.25 V, VO = 5.25 V 
オフ状態"L"出力電流 IOZL — — –5.0 µA VCC = 5.25 V, VO = 0 V 
アナログ入力電流 IAIN — — 1.0 µA  
リファレンス抵抗 RL — 1200 — Ω  
微分非直線性誤差 Ed — ±1.0 — LSB  
静的消費電流 (スタンバイ時) ICC — 21 35 mA VCC = 5.25V, VI = VCC, GND
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タイミング必要条件 
(指定のない場合は，Ta = –20～+75°C, VCC = 5 V ± 5%) 

項目 記号 Min Typ Max 単位 
システムクロック周期 tc (SYS) 50 — — ns 
システムクロック"H"パルス幅 tw+ (SYS) 25 — — ns 
システムクロック"L"パルス幅 tw– (SYS) 25 — — ns 
システムクロック上昇時間 tr (SYS) — — 20 ns 
システムクロック下降時間 tf (SYS) — — 20 ns 
リードパルス幅 tw (RD) 100 — — ns 
リード前セットアップ時間 CS tsu (CS-RD) 20 — — ns 
リード前セットアップ時間 A0～A4 tsu (A-RD) 20 — — ns 
リード前セットアップ時間 DAK tsu (DAK-RD) 20 — — ns 
リード後ホールド時間 CS th (RD-CS) 10 — — ns 
リード後ホールド時間 A0～A4 th (RD-A) 10 — — ns 
リード後ホールド時間 DAK th (RD-DAK) 10 — — ns 
ライトパルス幅 tw (WR) 100 — — ns 
ライト前セットアップ時間 CS tsu (CS-WR) 20 — — ns 
ライト前セットアップ時間 A0～A4 tsu (A-WR) 20 — — ns 
ライト前セットアップ時間 D0～D7 tsu (D-WR) 50 — — ns 
ライト後ホールド時間 CS th (WR-CS) 20 — — ns 
ライト後ホールド時間 A0～A4 th (WR-A) 10 — — ns 
ライト後ホールド時間 D0～D7 th (WR-D) 0 — — ns 
STIM 後ホールド時間 SRDY th (STIM-SRDY) 0 — — ns 
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スイッチング特性 
(指定のない場合は，Ta = –20～+75°C, VCC = 5 V ± 5%) 

項目 記号 Min Typ Max 単位 測定条件 
tPZL (RD-D) ns リード後データ出力 

イネーブル時間 tPZH (RD-D) 
— — 75 

ns 
tPLZ (RD-D) ns リード後データ出力 

ディスエーブル時間 tPHZ (RD-D) 
10 — 50 

ns 

CL = 150 pF 

リード後 DRO 出力伝搬時間 tPHL (RD-DRO) — — 50 ns CL = 50 pF 
 

測定回路 

 項目 SW1 SW2 
 tPLH, tPHL 開 開 
 tPLZ 閉 開 
 tPHZ 閉 閉 
 tPZL 閉 開 
 tPZH 開 閉 

P.G

Vcc

GND

SW1

SW2

CL

RL = 1 kΩ

RL = 1 kΩ50 Ω

Vcc

【注】 1. パルス発生器 (PG) の特性 (10%～90%) 
tr = 3 ns, tf = 3 ns 

 2. 静電容量 CL = 150 pF は, 結線の浮遊容量およびプ

ローブの入力容量を含みます。 
 

システムクロック 

tc (SYS)

tf (SYS) tr (SYS)

tW+ (SYS) tW− (SYS)

90%

10%

90%

10%

3 V

1.3 V1.3 V1.3 VSYSCK

0 V 
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(1) 動作モード 
M66335には 3つの基本動作があります。 

• ピーク値検出動作: アナログ回路から出力されたアナログ信号のピーク値をM66335内蔵のA/Dコンバー
タの白基準電位 (VWL) に合わせる動作です。 

• 不均一補正データ作成動作: 白基準原稿のデータをセンサユニットの不均一補正用としてデータを作成
し，M66335内蔵の補正用メモリへ書き込みます。 

• 読み取り動作: 原稿を読み取り，読み取った画像データに画像処理を行い，指定された二値化データをシ
リアル出力あるいはパラレル出力します。また，不均一補正済みの多値データ (6ビット: D7～D2, D1:D0 
= "L"固定) の DMA転送が可能です。 

 
この 3つの基本動作はセンサが CCDの場合と CISの場合で以下の動作モードで順番に実行されます。セン
サの設定はレジスタ 00 (SENS) で行います。 

 

センサが CCD の場合 

レジスタ 00のAGCコマンドを"H"にすることにより 16ライン周期分のピーク値検
出を実行します。 

この動作モードの脱出はスタートしてから 20ライン周期 (16ライン周期以上) を
待ってから AGCコマンドを"L"にしてください。 

レジスタ 00で UMODE: "H" (白補正)，レジスタ 01で UNIFM: "L" (白補正のみ) を
設定しレジスタ 00の UNIFコマンドを"H"にすることにより動作をスタートします。

UNIFコマンドでスタートさせると，白補正の不均一補正データ作成動作 (8ライン
周期) が実行されます。 

この動作モードの脱出はスタートしてから 10ライン周期 (8ライン周期以上) 待っ
てから UNIFコマンドを"L"にしてください。 

AGC

UNIF  ( )

SCAN  レジスタ 00の SCANコマンドを"H"にすることにより読み取り動作をスタートし
ます。SCANコマンドを"L"にすることによりこの動作モードから脱出します。 

 

センサが CIS の場合 

レジスタ 00のAGCコマンドを"H"にすることにより 16ライン周期分のピーク値検
出を実行します。 

この動作モードの脱出はスタートしてから 20ライン周期 (16ライン周期以上) 
待ってから AGCコマンドを"L"にしてください。 

レジスタ 00で UMODE: "L" (黒補正)，レジスタ 01で UNIFM: "H" (黒 + 白補正) を
設定し，UNIFコマンドでスタートさせると，黒補正の不均一補正黒データ作成動作
(8ライン周期) が実行されます。 

この動作モードの脱出はスタートしてから 10ライン周期 (8ライン周期以上) 待っ
てから UNIFコマンドを"L"にしてください。 

白補正のみの場合，この設定は不要となり，つぎの設定より始めてください。 

レジスタ 00で UMODE: "H" (白補正)，レジスタ 01で UNIFM: "L" (白補正のみ) を
設定し，レジスタ 00の UNIFコマンドでスタートさせると，白補正の不均一補正白
データ作成動作 (8ライン周期) が実行されます。 

この動作モードの脱出はスタートしてから 10ライン周期 (8ライン周期以上) 待っ
てから UNIFコマンドを"L"にしてください。 

AGC

UNIF  ( )

UNIF  ( )

SCAN  レジスタ00のSCANコマンドを"H"にすることにより読み取り動作をスタートしま
す。SCANコマンドを"L"にすることによりこの動作モードから脱出します。 

各基本動作の信号の動きおよびデータの流れを 10, 11ページに，またフローチャー
トを 26, 27ページに示します。 
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ピーク値検出動作時の信号の動き 

γ 

DMA

MPU

Vref+, Vref−
VWL, VBL

ADIN
BCAO
GCAO

SYSCK

ACCK

SRDYB

SVID
SCLK
STIMB

INT

A0 A4

D0 D7

DRQ

DAKB

WRB

RESETB

RDB

CSB

MPU

DMA

CODEC

AIN

LEVAJ

C1
C2

BCMI
BCMV

PTIMB
RS

CK1
CK2

SH

7  A/D

 

 

不均一補正データ作成時のデータの流れ 

7  A/D

γ 

DMA

MPU

Vref+, Vref−
VWL, VBL

ADIN
BCAO
GCAO

SYSCK

ACCK

SRDYB

SVID
SCLK
STIMB

INT

A0 A4

D0 D7

DRQ

DAKB

WRB

RESETB

RDB

CSB

MPU

DMA

CODEC

AIN

LEVAJ

C1
C2

BCMI
BCMV

PTIMB
RS

CK1
CK2

SH

 

 

読み取り動作時のデータの流れ (二値出力: シリアル出力時) 

7  A/D

γ 

: 

: 

DMA

MPU

Vref+, Vref−
VWL, VBL

ADIN
BCAO
GCAO

SYSCK

ACCK

SRDYB

SVID
SCLK
STIMB

INT

A0 A4

D0 D7

DRQ

DAKB

WRB

RESETB

RDB

CSB

MPU

DMA

CODEC

AIN

LEVAJ

C1
C2

BCMI
BCMV

PTIMB
RS

CK1
CK2

SH
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読み取り動作時のデータの流れ (二値出力: パラレル出力時) 

7  A/D

γ 

: 

: 

DMA

MPU

Vref+, Vref−
VWL, VBL

ADIN
BCAO
GCAO

SYSCK

ACCK

SRDYB

SVID
SCLK
STIMB

INT

A0 A4

D0 D7

DRQ

DAKB

WRB

RESETB

RDB

CSB

MPU

DMA

CODEC

AIN

LEVAJ

C1
C2

BCMI
BCMV

PTIMB
RS

CK1
CK2

SH

 

 

読み取り動作時の信号の流れ (多値出力) 

7  A/D

γ 

DMA

MPU

Vref+, Vref−
VWL, VBL

ADIN
BCAO
GCAO

SYSCK

ACCK

SRDYB

SVID
SCLK
STIMB

INT

A0 A4

D0 D7

DRQ

DAKB

WRB

RESETB

RDB

CSB

MPU

DMA

CODEC

AIN

LEVAJ

C1
C2

BCMI
BCMV

PTIMB
RS

CK1
CK2

SH
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(2) ライン周期と読み取りシーケンス 
M66335のライン周期と読み取りシーケンスの関係を図 1に示します。 

また CODEC部インタフェースとの読み取りシーケンスの関係を図 2に，DMA部インタフェースとの読み
取りシーケンスの関係を図 3に示します。 

• 1ライン周期 (1/ACCK) 
M66335の 1ラインあたりの処理時間を定義します。 
1ライン周期はライン周期カウンタ値レジスタ 03, 04 (PRE_DATA) と画素転送クロックで決まります。画
素転送クロックは SYSCKの 1/16です。 

1 ライン周期 (1 / ACCK) [NS] 

= ライン周期カウンタ値 × 画素転送クロック周期  [NS] 

= (PRE_DATA + 1) × 画素転送クロック周期  [NS] 

= (PRE_DATA + 1) × 16 / SYSCK  [NS] 

ライン周期カウンタは PRE_DATA値をロードした後，画素転送クロックでカウントダウンし以下のゲー
ト信号のアドレスを発生します。 

 
• センサスタートパルス (SH) 
イメージセンサのスタートパルスです。スタートパルスの位置は不均一補正範囲 (UNIFG) からレジスタ
05 (ST_PL) の値で決まります。 
ST_PL値はイメージセンサにより以下の値を設定してください。 

CCD: ST_PL = センサのダミー画素 + 2 

CIS: ST_PL = 2 
 
• 不均一補正範囲 (UNIFG) 
不均一補正を行う範囲を定義します。この範囲はセンサの幅 (B4～A4) に対応します。 
センサ幅と不均一補正範囲の関係については表 2を参照してください。 

 
• AGC範囲 (AGCG) 
ピーク値検出を行う範囲を定義します。この範囲はセンサの幅 (B4～A4) に対応します。 
AGCモードのときはセンサの全幅 (実線) で，SCANモードのときはセンサ幅より狭い範囲 (点線) で
オートゲインコントロールを行います。 
センサ幅と AGC範囲の関係については表 2を参照してください。 

 
• 原稿の読み取り幅 
原稿の読み取り範囲を定義します。センサ幅より原稿幅が狭い場合はセンサのセンタを中心に読み取り範

囲 (点線) が設定されますので，原稿の位置をセンサの中心に合わせるようにしてください。 
センサ幅と原稿の読み取り幅の関係については表 3を参照してください。 

 
• パルスモータコントロール信号 (PTIM) 
読み取りローラ用のパルスモータコントロール信号を発生します。 
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(ACCK)

(SH)

ST_PL

PRE_DATA

1

03, 04
(PRE_DATA)

00 (SENS_W)
05 (ST_PL)

00 (SENS_W)
01 (SOURCE)

00 (SENS_W)
11, 12

(OFFSET)

00 (SENS_W)

0

(UNIFG)

AGC
(AGCG)

(PTIM)

 

図 1 ライン周期と読み取りシーケンス 

 

ACCK

SH

SRDYB
<SRDYB>

(SSCAN)

INT

STIMB

SCLK

SVID

PTIMB

<INTCLR>

1. SRDYB: "L" SH ↑ PTIMB (SSCAN: "H")
2. STIMB "L"
3. SRDYB: "H" ACCK ↑ (SSCAN: "L")
4. SSCAN ↓ INT (INT: "H")
5. CPU OK INTCLR INT SRDYB "L"

1

3

4

2

5

:  <INTCLR> : 

  (SSCAN) : 

 

図 2 CODEC 部インタフェースと読み取りシーケンス (二値出力: シリアル出力) 
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ACCK

SH

<SRDYB>

(SSCAN)

INT

DRQ

DAKB
RDB

(
)

(DMAFIN)

PTIMB

<INTCLR>

1. SRDYB: "L" SH ↑ PTIMB (SSCAN: "H")

2. SRDYB: "H" ACCK ↑ (SSCAN: "L")

3. SSCAN ↓ ↑ DRQ

4. DMA (1 )

5. DMAFIN "H" ↑ DRQ ↓ INT

6. CPU OK INTCLR INT SRDYB "L"

1

3

4

2

5
6

:  <SRDYB>, <INTCLR> : 

 (SSCAN), (DMAFIN), ( ) : 

 

図 3 DMA 部インタフェースと読み取りシーケンス (多値出力) 

 
表 2 センサ幅とゲート信号範囲 

センサ幅 
ゲート信号 解像度 B4 A4 

200 dpi 2103/55 1943/215 不均一補正範囲 (UNIFG) 
400 dpi 4207/111 3887/431 
200 dpi 2103/55 1943/215 AGC モード 
400 dpi 4207/111 3887/431 
200 dpi 2018/130 1584/564 

AGC 範囲 (AGCG) 

SCAN モード 
400 dpi 4037/261 3169/1129 

 
表 3 センサ幅と原稿幅サイズによる原稿読み取り幅 

センサ幅 
原稿幅 解像度 B4 A4 

200 dpi 2102/54 B4 
400 dpi 4206/110 

— 

200 dpi 2102/54 1942/214 A4 
400 dpi 4206/110 3886/430 

 
センサ幅より狭い原稿を読み取る場合，レジスタ 11～14 (OFFSET, OUTLENGTH) で原稿幅を切り出して
ください。(領域指定機能) 

X/Y

X: 

Y: 

YX
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(3) 画像処理機能 
M66335は，イメージセンサから入力された画像信号の二値化を行います。二値化には，文字の単純二値化
と濃淡画像の二値化を行う疑似中間調化があります。 

また，イメージセンサから出力された信号には歪みや特性劣化があるので，それらを補正，補償した後に
二値化することが必要です。 

さらに，伝送時間を短くするために画像に最適な二値化を実現する像域分離も必要です。 

画像処理に必要な機能を以下に示します。 

• ピーク値検出 
• 不均一補正 
• 解像度変換 (拡大/縮小/平均化) 
• 解像度補償 
• γ 補正 
• 背景文字レベル検出 (単純二値化) 
• 擬似中間調化 

 組織的ディザ 
 誤差拡散 

• 像域分離 
• 領域指定 
 

ピーク値検出 

M66335のA/Dコンバータは入力ダイナミックレンジを 2 Vp-pで使用しますので，リファレンス電圧 (VWL, 
VBL) をピーク値に合わせて固定します。アナログ処理回路から出力されるアナログ信号は A/Dコンバータ
に入力する前にアナログ信号のピーク値をA/Dコンバータのフルスケール値に合わせるピーク値検出を行う
必要があります。 

このピーク値検出はM66335の 3つの動作モード (AGC, UNIF, SCAN) のうち AGCモードでセンサから白
データを読み込むことで行います。 

AGCモードでは，図 4に示すように，AGCコマンドスタート (レジスタ 00: AGC) 後，ゲインコントロー
ルのためゲインを上げるピーク値検出前処理を 8ライン周期間，A/Dコンバータがオーバフローしたときに
ゲインを下げるゲインコントロール処理を 8ライン周期間行います。 

これによりゲインは図 5のように変化します。 

( )
( )

1 2 5 63 4 7 8 9 10 13 1411 12 15 16

 

図 4 ピーク値検出 

VWL

VWL

VBL

1

VWL

VWL

VBL

1  

図 5 ピーク値検出におけるゲインの変化 
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不均一補正 

不均一補正は，図 6に示すような照明光源両端部の光源低下，レンズ周辺減光によるシューディング歪み
あるいはイメージセンサの画素単位の特性ばらつきによる高周波歪みの補正を行います。 

M66335は 3つの動作モード (AGC, UNIF, SCAN) のうち，UNIFモードで不均一補正データの作成を行い
内蔵する補正メモリへ書き込みます。 

SCANモードでは作成した補正データを，内蔵する補正メモリから読み出し，入力された画像データを逐
次補正します。レジスタ 01 (UNIFS) を"1"に設定すると不均一補正を行いません。 

不均一補正はイメージセンサの種類により表 4に示すように，白補正のみ行うか黒補正と白補正の両方行
うかを選択することができます。この設定はレジスタ 00 (SENS, UMODE)，レジスタ 01 (UNIFM) で行いま
す。黒補正と白補正の両方を行う場合は，黒補正を先に実行する必要があります。 

M66335は図 7に示すように補正範囲 50%の補正を行います。白補正データが補正範囲 50%を越えると図 7
に示すように正確な補正ができなくなりますので，入力信号が補正可能範囲内におさまるようにしてくださ
い。 

1

 

図 6 イメージセンサ白データの出力波形 

 

表 4 イメージセンサの不均一補正 

レジスタ 
イメージ 
センサ 補正 

センサの種類 
レジスタ 00 (SENS)

不均一補正データ作成 
レジスタ 00 (UMODE) 

補正モード選択 
レジスタ 01 (UNIFM) 

CCD 白補正 0 1 0 
白補正 1 1 0 CIS 
黒補正 
白補正 

1 黒補正時: 0 
白補正時: 1 

1 
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 + 

VWL

VBL

50%

1

0

26 − 1

27 − 1

 ( )

VWL

VBL

50%

1

0

26 − 1

27 − 1

VWL

VBL

50%

1

0

26 − 1

27 − 1

 

図 7 不均一補正 

 

解像度変換 

解像度変換の制御は，主走査方向は H/Wによる制御，副走査方向は S/Wによる制御を行います。 

解像度変換のシーケンスを図 8に示します。 

• 主走査方向 
主走査方向の倍率は，内蔵の解像度変換メモリ (100 W × 1ビット) にレジスタ 15 (CNV_D) から 1ビッ
トずつ 100回分書き込みます。 
倍率を書き込む前にレジスタ 6のMSSELを 0 (主走査方向指定) に設定しておく必要があります。 
以下に CNV_Dの指定方法を示します。 
 縮小の場合 
解像度変換メモリに書き込むデータが 
"0"の場合: 1画素を出力する 
"1"の場合: 1画素を出力しない 
ことを示しています。 (75%縮小の例) 
"0"を 75個と"1"を 25個書き込みます。このとき，なるべく"1"の間隔が均等になるように書き込むと
画質が向上します。 

 拡大の場合 
解像度変換メモリに書き込むデータが 
"0"の場合: 1画素を出力する 
"1"の場合: 2画素を出力する 
ことを示しています。 (150%拡大の例) 
"0"を 50個と"1"を 50個書き込みます。このとき，縮小と同様に，なるべく"1"の間隔が均等になるよ
うに書き込むと画質が向上します。 

 



M66335FP 

RJJ03F0248-0200  Rev.2.00  2008.08.07  
Page 18 of 59 

• 副走査方向 
副走査方向の倍率は，1ラインごとにそのラインの処理をレジスタで決定します。 
レジスタ 6のMSSELに"1" (副走査方向指定) を設定し，各ラインの処理開始前にレジスタ 15 (CNV_D) に
"0"もしくは"1"を書き込みます。 
設定タイミングは，INT信号 (ACCKの立ち上がりに同期) の立ち上がりから，SH信号 (SRDY信号の内
部取り込み開始) の立ち上がりまでの区間に設定する必要があります。 
以下に CNV_Dの指定方法を示します。 
 縮小の場合 

CNV_Dは，現在の読み取りラインの指示になります。 
"0"の場合: 1ライン分のデータを出力 
"1"の場合: 1ライン分のデータを出力しない 
ことを示しています。 

 拡大の場合 
CNV_Dは，次の読み取りラインの指示になります。 
"0"の場含: 1ライン分のデータを出力し，PTIM発生あり (紙送りあり) 
"1"の場合: 1ライン分のデータを出力し，PTIM発生なし 
 (紙送りなし: 再度同じラインを読み取ります) 
を示しています。 

 

1

1

MSSEL 0

MSSEL 1

SRDY

INT

END

YES

YES

NO

NO

CONVX, CONVY

CNV_D
(100 )

CNV_D
(1 )

 

図 8 解像度変換設定シーケンス 
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PTIMB信号を読み取りローラ用のパルスモータコントロール信号として使用してください。図 9に縮小の
場合，図 10に拡大のシーケンスを示します。 

ACCK

SH

<SCAN>

(START)

INT

<SRDYB>

<CNV_D>

(SSCAN)

STIMB

SCLK

SVID

PTIMB

<INTCLR>

1.  (CNV_D) 
2. SCAN ACCK ↓ SRDYB (START: "H")
3. SRDYB: "L" SH ↑ PTIMB (SSCAN: "H")
4. STIMB "L" STIMB "H"
5. SRDYB "H" ACCK ↑ 1 (SSCAN: "L")
6. SSCAN ↓ INT (INT: "H")
7. CPU OK  (CNV_D) INTCLR INT SRDYB "L"

1

3

4

2
5

6

7

0 0 01 1

:  <SCAN>, <SRDYB>, <CNV_D>, <INTCLR> : 
  (START), (SSCAN) : 

 

図 9 縮小処理シーケンス 

 

1.  (CNV_D) 1
2. SCAN ACCK ↑ SRDYB (START: "H")
3. SRDYB: "L" SH ↓ PTIMB PTIM  (SSCAN: "H")
4. STIMB "L"
5. SRDYB: "H" ACCK ↑ 1 (SSCAN: "L")
6. SSCAN ↓ INT (INT: "H")
7. CPU OK  (CNV_D) INTCLR INT SRDYB "L"

ACCK

SH

<SCAN>

(START)

INT

<SRDYB>

<CNV_D>

(SSCAN)

STIMB

SCLK

SVID

PTIMB

<INTCLR>

1

3

4

2
5

6

7

0 0 01 1

:  <SCAN>, <SRDYB>, <CNV_D>, <INTCLR> : 
  (START), (SSCAN) : 

 

図 10 拡大処理シーケンス 
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解像度補償 

図 11に示すように，センサユニットで光電変換された文字や写真の画データは解像度が劣化します。
M66335の解像度補償は，ラプラシアンフィルタにより高域周波数成分を強調することにより，これら画デー
タの解像度の保持とダイナミックレンジの見かけ上の拡大を行うものです。 

 

 ( )

 ( )

MODE: 00 ( ) α = MTF_C

MODE: 01 ( ) α = MTF_I

MODE: 10 ( )  ( )  α = MTF_C

  ( )  α = MTF_I 

MODE: 11 ( ) α = MTF_I

X' = X + α ((X − A) + (X − B) + (X − C) + (X − D))

α: 08 (MTF_C, MTF_I)

α 07: MODE ( ) 

 

図 11 解像度補償 
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γ 補正 

画像データを自然画像に近づけるため，人間の目の感度特性 (対数特性) に準じた γ 補正を行います。 

M66335は内蔵の SRAMに， γ 補正変換テーブルをライトし，読み取った画像データ値に応じた補正値を
SRAMよりリードすることにより γ 補正を行っています。 

プリンタとしてサーマルヘッドを用いる場合の γ 補正は γ = 0.45が最適といわれています。図 12に γ = 
0.45の特性例を示します。 

γ 補正処理は，レジスタ 06: GAMMAにより，以下の設定となります。 

GAMMA: 00 γ = 1 

GAMMA: 01 γ = 変換テーブル値 

GAMMA: 10 像域分離 (文字) のとき，γ = 1 

 像域分離 (写真) のとき，γ = 変換テーブル値 

GAMMA: 11 像域分離 (文字) のとき，γ = 変換テーブル値 

 像域分離 (写真) のとき，γ = 1 

データの入出力方法については γ 補正メモリへのライト/リードの項を参照してください。 

 

A <5, 0>
( )

DO <5, 0>
( )

::

γ 

γ  
(

)

γ = 1

γ = 0.45

γ 

 ( )

6

0 8 16 32 48 63

63

56

47

34

25

0

6

 

図 12 変換テーブルを用いた γ 補正 

IF (Dlow ≤ DIN < Dup)

 DOUT = (  ) γ

IF (Dup ≤ DIN)
 DOUT = 1.0

IF (DIN < Dlow)
 DOUT = 0

1.0

DOUT

0
1.0Dlow DupDIN

DIN − Dlow
Dup − Dlow
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背景・文字レベル検出 

M66335は固定しきい値方式とは異なり，背景レベルと文字レベルを常に検出することにより，注目画素に
対し最適な単純二値化用のしきい値を逐次発生する浮動しきい値方式を採用しています。 

したがって画像データは加工されず画データに合ったしきい値を発生します。 

読み取り時に二値化モードの選択で単純二値あるいは像域分離を選択したときに二値化領域のしきい値と
して使用します。 

: レジスタ 07 (MODE) 

• 背景レベルカウンタ 
現在のカウンタ値より大きい (明るい) 画像データが入ると，カウントアップし画像データに近づきます。 
現在のカウンタ値より小さい (暗い) 画像データが入ると，カウントダウンし画像データに近づきます。 
カウントアップ/ダウンの追随スピード設定可: レジスタ 0C (MAX_UP, MAX_DOWN) 
背景レベルの下限値設定可: レジスタ 0E (LL_MAX) 

 
• 文字レベルカウンタ 
現在のカウンタ値より大きい (明るい) 画像データが入ると，カウントアップし画像データに近づきます。 
現在のカウンタ値より小さい (暗い) 画像データが入ると，画像データがカウンタにロードされます。 
カウントダウンの追随スピード設定可: レジスタ 0C (MIN_UP) 
文字レベルの上限値設定可: レジスタ 0D (UL_MIN) 

 

MAX_UP

 = (  − ) × K + 

 K = : 07 (SLICE)

 (LL_MAX) >  (UL_MIN)

 (LL_MAX)

 (UL_MIN)

MAX_DOWN

MIN_UP

 

図 13 背景・文字レベル 
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擬似中間調化 

• 誤差拡散 
条件付き決定法である誤差拡散法は原画と結果との濃度誤差を局所的に拡散させ，最小近似しようとする

考え方で，階調性と解像度の両立性が良い絵が得られます。 
二値化モードの選択で誤差拡散を選択することにより動作します。 

: レジスタ 07 (MODE) 
誤差拡散では，画像データに濃度誤差以外にディザを加算しています。この場合のディザはディザ用マト

リクスのデータを共用しています。 
: レジスタ 08 (ERROR) 

誤差拡散時には γ 補正を行う必要があります。 
 
• 組織的ディザ 

M66335は組織的ディザ用の SRAMを内蔵しています。 
初期設定時に，ディザマトリクスサイズを設定した後に希望するディザパターンに合ったしきい値をディ

ザメモリにライトします。 
: レジスタ 07 (DITH)   
レジスタ 10 (DITH_D) 

データの入出力方法についてはディザメモリへのライト/リードの項を参照してください。 
 

9

n

ΣαklEm − k, n − 1 ( 2)

αkl

Fmn ≥ 32 → Gmn = 63 ( ) 

Fmn < 32 → Gmn = 0  ( )

Emn = Fmn − Gmn ( 1)

1. Fmn

  Fmn

2. 

12

K2

K1

K1 = 08 ( )

K2 = 08 ( )

8

2

2 2

2

1 14

4

25

15

17

11

20
m

−32

n

m

Fmn Gmn

+ −

Fmn
10

5 *

*

*

*

19

Fmn = Fmn + K1 (1 / Σαkl) ΣαklEm − k, n − 1 + K2 (  − 32)
k,1 k,1

 

図 14 誤差拡散法 
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像域分離 

画像に適した二値化を行うために，白黒画像を二値化領域と階調化領域に分離し，二値化領域には単純二
値化を，階調化領域には誤差拡散処理を行います。 

: レジスタ 08～0E 

 

 = 63

 ( ) 

1, 2, 3

1, 2, 3

1 Lmax − Lmin > A ( ): 09  (SEPA_A)
2  Lmin > B ( ): 0A  (SEPA_B)
3  Lmax < C ( ): 0B  (SEPA_C)

Lmax: 

Lmin: 

 = 0

A

B C

Lmax

Lmin

Lmax

Lmin

Lmax − Lmin  

図 15 像域分離 

 

領域指定機能 

センサ幅 (読み取り範囲) は A4, B4固定です。 

領域指定機能は，解像度変換後の出力データ (多値データは不均一補正後) に対して定義し，指定された
領域部分のみのデータを出力します。 

: レジスタ 11～14 (OFFSET, OUTLENGTH)  

 

OFFSET OUTLENGTH  

図 16 切り出し機能 
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(4) CODEC 部インタフェース (二値データ出力) 

シリアル出力 

SRDYB

SH

A B

10

124

4 4

2 2

2

: 1/SYSCK

2 2

4 4

STIMB

SCLK

SCLK

SVID

SVID

( )

( )

 
【注】 A はレジスタ 05 (ST_PL) 11, 12 (OFFSET)，B はレジスタ 13, 14 (OUTLENGTH) で決まります。 

 

パラレル出力 

1

N − 1

N − 2

N − 3

N − 4

N − 5

N − 6

N − 7

N − 8

N N + 1 N + 2 N + 3 N + 4 N + 5 N + 6 N + 8

2 3 4 5 6 7 8

SCLK

SVID

DRQ

D0

D1

D2

D3

D4

D5

D6

D7

DAK

RD

N − 1 N + 7

 
【注】 CODEC 部とのインタフェースである SRDY, SH, STIM の 3 線ハンドシェークはシリアル出力と同様です。 
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(5) DMA 部インタフェース (多値データ出力) 
レジスタ 01の P_O: "1" (DMA出力あり)，M_B: "1" (多値) を設定すると不均一補正済みデータの DMA転
送ができます。 

この設定では，拡大・縮小および解像度 400 dpiは設定できません。 

SSCAN

DRQ

2

1

4

3

5

6

(XXXX): 

(DMA

)

(DMA

)

(DMAFIN)

DAKB

D <7:2>

RDB

INT

 

 

1. 1ライン読み取り終了で SSCANが↓，DMAカウンタにリセット信号が入る。 
2. リセット信号の↑で DRQが"H"となり，DMA転送レディとなる。 
3. DAKB "L"の，RDBの↓で DRQが"L"となり RDBが"L"の間，D <7:2> に多値データが出力される。 
4. DAKBの↑で DMAカウンタがカウントアップされ，DRQも"H"となり，再び DMA転送レディとなる。 
5. 3～4を DMAカウンタがレジスタ 13, 14 (OUTLENGTH) で設定された出力画素数に達したときに

DMAFIN = "H"となり，DMA転送を終了させる。 
6. DMAFINの↓で INTが"H"となり，CPUに割り込みが掛かる。 
7. レジスタ 17 (INTCLR) により，INT信号をネゲートすることにより次ラインの読み取りを再開する。 
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(6) ディザメモリ，γ 補正メモリ，不均一補正メモリ，解像度変換メモリへのライト/リード 
M66335に内蔵された64ワード × 6ビット構成の組織的ディザ用のSRAMにディザパターンをライト/リー
ドするシーケンスを示します。 

 (MPU → M66335)

 (1)

07H

1 2 3 3

D6, D5 D0 = "1" DATA (0) DATA (1)

01H 10H 10H

 (2)  (0)  (1)

 (1)

07H

1 2 4 4

D6, D5 D0 = "1"

DATA (0) DATA (1)

01H 10H 10H

 (2) (0)  (1)

WRB

WRB

RDB

A4  A0

D7  D0

( )

D7  D0

( )

D7  D0

( )

A4  A0

CSB

CSB

 (M66335 → MPU)

 

 

1. レジスタ 07の D6, D5 (DITH) を設定し，ディザマトリクスサイズを設定する。 
2. レジスタ 01の D0 (CNTRST) を"1"に設定し，ディザメモリのアドレスカウンタをリセットする。 
3. レジスタ 10で DITH_Dを選択し，MPUバス (D5～D0) の DATA (0) を書き込む。ディザメモリのアドレ
スカウンタをWRの立ち上がりエッジでインクリメントする。: ライト時 

4. レジスタ 10で DITH_Dを選択し，ディザメモリの DATA (0) をMPUバス (D5～D0) へ読み出す。ディ
ザメモリのアドレスカウンタを RDの立ち上がりエッジでインクリメントする。: リード時 

 
A0 A1 A2 A3 A0 A1 A2 A3 A4 A5 A6 A7 

A4 A5 A6 A7 A8 A9 A10 A11 A12 A13 A14 A15

A8 A9 A10 A11 A16 A17 A18 A19 A20 A21 A22 A23
ディザマトリクスのアドレス 

A12 A13 A14 A15 A24 A25 A26 A27 A28 A29 A30 A31

A0 A1 A2 A3 A16 A17 A18 A19 A32 A33 A34 A35 A36 A37 A38 A39

A4 A5 A6 A7 A20 A21 A22 A23 A40 A41 A42 A43 A44 A45 A46 A47

A8 A9 A10 A11 A24 A25 A26 A27 A48 A49 A50 A51 A52 A53 A54 A55

A12 A13 A14 A15 A28 A29 A30 A31 A56 A57 A58 A59 A60 A61 A62 A63
4 × 4 マトリクス 

 

4 × 8 マトリクス 

 

8 × 8 マトリクス 
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M66335に内蔵された 64ワード × 6ビット構成の γ 補正用の SRAMに γ 補正テーブルをライト/リードす
るシーケンスを示します。 

γ  (MPU → M66335)

 (1)

1 2 2

D0 = "1" DATA (0) DATA (1)

01H 0FH 0FH

D0 = "1"

01H 0FH 0FH

 (0)  (1)

1 3 3

DATA (0) DATA (1)

 (2)  (0)  (1)

WRB

WRB

RDB

A4  A0

D7  D0

( )

D7  D0

( )

D7  D0

( )

A4  A0

CSB

CSB

γ  (M66335 → MPU)

 

 

1. レジスタ 01の D0 (CNTRST) を"1"に設定し，γ 補正メモリのアドレスカウンタをリセットする。 
2. レジスタ 0Fで GAMMA_Dを選択し，MPUバス (D5～D0) の DATA (0) を書き込む。γ 補正メモリのア
ドレスカウンタをWRBの立ち上がりエッジでインクリメントする。: ライト時 

3. レジスタ 0Fで GAMMA_Dを選択し，γ 補正メモリの DATA (0) をMPUバス (D5～D0) へ読み出す。 
γ 補正メモリのアドレスカウンタを RDBの立ち上がりエッジでインクリメントする。: リード時 
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M66335に内蔵された補正用 SRAMの不均一補正データをMPUバスを介してライト/リードできます。こ
れにより，電源 OFF時に不均一補正データをバックアップメモリに一時待避させることができます。不均一
補正データのライト/リードのシーケンスを示します。 

 (MPU → M66335)

 (1)

00H

1 2 3 3

D1 D0 = "1" DATA (0) DATA (1)

01H 19H 19H

00H 19H 19H

 (2)  (0)  (1)

 (1)

1 2 4 4

D1 D0 = "1"

DATA (0) DATA (1)

01H

 (2)  (0)  (1)

WRB

WRB

RDB

A4  A0

D7  D0

( )

D7  D0

( )

D7  D0

( )

A4  A0

CSB

CSB

 (M66335 → MPU)

 

 

1. レジスタ 00の D1 (UMODE) に"0" (黒補正) または"1" (白補正) を設定する。 
2. レジスタ 01の D0 (CETRST) を"1"に設定し，不均一補正メモリのアドレスカウンタをリセットする。 
3. レジスタ 19で UNIF_Dを選択し，MPUバス (D5～D0) の DATA (0) を書き込む。不均一補正メモリのア
ドレスカウンタをWRBの立ち上がりエッジでインクリメントする。: ライト時 

4. レジスタ 19で UNIF_Dを選択し，不均一補正メモリの DATA (0) をMPUバス (D5～D0) へ読み出す。
不均一補正メモリのアドレスカウンタを RDBの立ち上がりエッジでインクリメントする。: リード時 
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M66335に内蔵された 100ワード × 1ビット構成の解像度変換用の SRAMに解像度変換テーブルをライト/
リードするシーケンスを示します。 

 (MPU → M66335)

 (1)

06H

1 2 3 3

D7 = "0" D0 = "1" DATA (0) DATA (1)

01H 15H 15H

 (2)  (0)  (1)

 (1)

06H

1 2 4 4

D7 = "0" D0 = "1"

DATA (0) DATA (1)

01H 15H 15H

 (2)  (0)  (1)

WRB

WRB

RDB

A4  A0

D7  D0

( )

D7  D0

( )

D7  D0

( )

A4  A0

CSB

CSB

 (M66335 → MPU)

 

 

1. レジスタ 06の D7 (MSSEL) に"0" (主走査) を設定する。 
2. レジスタ 01の D0 (CNTRST) を"1"に設定し，解像度変換メモリのアドレスカウンタをリセットする。 
3. レジスタ 15で CNV_Dを選択し，MPUバス (D0) の DATA (0) を書き込む。解像度変換メモリのアドレ
スカウンタをWRBの立ち上がりエッジでインクリメントする。: ライト時 

4. レジスタ 15で CNV_Dを選択し，解像度変換メモリの DATA (0) をMPUバス (D0) へ読み出す。解像度
変換メモリのアドレスカウンタを RDBの立ち上がりエッジでインクリメントする。: リード時 
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M66335FP レジスタ一覧表 

R/W A4～A0 デフォルト D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 

R/W 00H 00H RESET SENS SENS_W AGC UNIF SCAN UMODE "L" 

R/W 01H 00H SOURCE S/H_W SH_W UNIFS P_O M_B UNIFM CNTRST

W 02H 00H RES LCMPS BLS BLCMPS CCD CIS3 CIS2 CIS1 

W 03H 00H PRE_DATA (7:0) 

W 04H 00H   PRE_DATA (13:8) 

W 05H 00H ST_PL (7:0) 

W 06H 00H MSSEL AVE CONVX <1:0> CONVY <1:0> GAMMA <1:0> 

W 07H 00H POL DITH <1:0> MODE <1:0> SLICE <2:0> 

W 08H 00H   ERROR <1:0> MTF_C <1:0> MTF_I <1:0> 

W 09H 00H   SEPA_A (5:0) 

W 0AH 00H   SEPA_B (5:0) 

W 0BH 00H   SEPA_C (5:0) 

W 0CH 00H   MAX_UP <1:0> MAX_DOWN <1:0> MIN_UP <1:0> 

W 0DH 1FH   UL_MIN <5:0> 

W 0EH 20H   LL_MAX <5:0> 

R/W 0FH —   GAMMA_D (5:0) 

R/W 10H —   DITH_D (5:0) 

W 11H 00H OFFSET <7:0> 

W 12H 00H    OFFSET <12:8> 

W 13H 00H OUTLENGTH <7:0> 

W 14H 00H    OUTLENGTH <12:8> 

W 15H —        CNV_D 

R/W 16H 00H      AGCSTP SRDYS SRDYB 

W 17H — INTCLR 

R/W 18H 00H GAIN <7:0> 

R/W 19H 00H   UNIF_D <5:0> 
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レジスタ構成 
アドレス R/W 説明 

 
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

RESET SENS SENS_W AGC UNIF SCAN UMODE "L" (デフォルト値: 00H)
  
 

D7 RESET: システムリセット 
0 ノーマルモード 
1 リセットモード 

  

• D7 = 1 のときライトパルスが"L"の間リ

セットされます。 

 
D6 SENS: センサの種類 
0 CCD 
1 CIS (クロックデューティ 75%) 

  

 

 
D5 SENS_W: センサ読み取り幅 
0 A4 
1 B4 

  

 

 
D4 AGC: AGC モード 
0 ストップ 
1 スタート 

  

• AGC モードのスタート/ストップを制御

します。 

 
D3 UNIF: UNIF モード 
0 ストップ 
1 スタート 

  

• UNIF モードのスタート/ストップを制御

します。 

 
D2 SCAN: SCAN モード 
0 ストップ 
1 スタート 

  

• SCAN モードのスタート/ストップを制御

します。 

00H R/W 

 
UMODE: UNIF 時の不均一補正 

D1 黒補正 + 白補正 白補正のみ 
0 黒補正 — 
1 白補正 白補正 

  
 

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

SOURCE S/H_W S/H_W UNIFS P_O M_B UNIFM CNTRST (デフォルト値: 00H)
  
 

D7 SOURCE: 読み取り原稿幅 
0 A4 
1 B4   

01H R/W 

 
D6 S/H_W: S/H パルス幅 
0 ノーマル (システムクロック周期の 4 倍) 
1 ノーマル × 0.5 

  
 



M66335FP 

RJJ03F0248-0200  Rev.2.00  2008.08.07  
Page 33 of 59 

 
アドレス R/W 説明 

 
D5 SH_W: SH パルス幅 
0 ノーマル (システムクロック周期の 16 倍) 
1 ノーマル × 2 の反転 

  

 

 
D4 UNIFS: 不均一補正 
0 有効 
1 無効 

  

 

 
D3 P_O: DMA 出力 
0 DMA 出力なし 
1 DMA 出力あり 

  

• D0がLSB, D7がMSBの形式で出力されます。

 
D2 M_B: 処理モード 
0 二値 
1 多値 

  

• 多値を選択すると不均一補正後のデータ (6
ビット) を DMA 転送により出力することがで

きます。 

 
D1 UNIFM: SCAN 時の不均一補正 
0 白補正 
1 黒補正 + 白補正 

  

 

01H R/W 

 
D0 CNTRST: アドレスカウンタリセット

0 ノーマルモード 
1 リセットモード 

  

• D0 = 1のときライトパルスが"L"の間リセット

されます。 
• すべての内蔵 RAM アドレスがリセットされ

ます。 
 

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

RES LCMPS BLS BLCMPS CCD CIS3 CIS2 CIS1 (デフォルト値: 00H)
  
 

D7 RES: 解像度 
0 200 dpi 
1 400 dpi   

 
D6 LCMPS: ラインクランプ 
0 無効 
1 有効 

  
 

D5 BLS: ビットクランプ 
0 無効 
1 有効 

  

 
D4 BLCMPS: 黒レベルラインクランプ 
0 無効 
1 有効 

  

02H W 

 
D3 D2 D1 D0 イメージセンサインタフェース 対応センサ 
0 0 0 1 CIS1: 入力レベル 2 V を超えるタイプ 
0 0 1 0 CIS2: 入力レベル 2 V を超えないタイプ 
0 1 0 0 CIS3: ラインクランプありのタイプ 
1 0 0 0 CCD   
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アドレス R/W 説明 
03H W  

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

PRE_DATA <7:0> (デフォルト値: 00H)
 
D7～D0: PRE_DATA <7:0> 1 ライン周期カウンタ値 下位 8 ビット 
 

04H W  
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

  PRE_DATA <13:8> (デフォルト値: 00H)
 
D5～D0: PRE_DATA <13:8> 1 ライン周期カウンタ値 上位 6 ビット 
 

05H W  
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

ST_PL <7:0> (デフォルト値: 00H)
 
D7～D0: ST_PL <7:0> センサへのスタートパルス位置 
• ST_PL = (センサのダミー画素 + 2) を設定してください。 
 
 

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

MSSEL AVE CONVX CONVY GAMMA (デフォルト値: 00H)
 
 
 

D7 MSSEL: 主・副設定 
0 主 
1 副 

  

 

 
D6 AVE: 平均化処理 
0 あり 
1 なし 

  

• 平均化処理の設定ありを選択した場合， 
拡大時: 挿入ラインは前ラインと平均化したデータ 
縮小時: 間引きラインの次ラインは，間引きラインと

 平均化したデータ 
が出力されます。 

 
D5 D4 CONVX: 主走査方向拡縮モード 
0 0 等倍 
0 1 拡大 
1 0 縮小 
1 1  

  

• RES = 1 
400 dpi 設定時は拡大設定不可 

06H W 

 
D3 D2 CONVY: 副走査方向拡縮モード 
0 0 等倍 
0 1 拡大 
1 0 縮小 
1 1  
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アドレス R/W 説明 
06H W  

D1 D0 GAMMA: γ 補正処理 
0 0 文字, 写真 γ = 1 
0 1 文字, 写真 γ = ダウンロード値 
1 0 文字 γ = 1, 写真 γ = ダウンロード値 
1 1 文字 γ = ダウンロード値, 写真 γ = 1 

 
【注】 文字，写真の判定は像域分離の結果により行われます。 
 
 

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

POL DITH MODE SLICE (デフォルト値: 00H)
 
 
 

D7 POL: 二値化出力モード 
0 白: 1，黒: 0 
1 白: 0，黒: 1 

  
 

D6 D5 DITH: ディザマトリクスサイズ 
0 0 4 × 4 
0 1 4 × 8 
1 0 8 × 8 
1 1 —  

 
 

D4 D3 MODE: 二値化モード選択 
0 0 単純二値 
0 1 組織的ディザ 
1 0 像域分離 (単純二値 + 誤差拡散) 
1 1 誤差拡散 

 
 

07H W 

 
D2 D1 D0 SLICE: 二値化しきい値係数 
0 0 0 6/16 
0 0 1 7/16 
0 1 0 8/16 
0 1 1 9/16 
1 0 0 10/16 
1 0 1 11/16 
1 1 0 12/16 
1 1 1 13/16  
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アドレス R/W 説明 

 
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

  ERROR MTF_C MTF_I (デフォルト値: 00H)
 
 
 

ERROR 
D5 D4 誤差 (基礎) 誤差へのディザの加算率 
0 0 強 (7/8) 弱 (1/8) 
0 1 強 (7/8) 強 (1/4) 
1 0 弱 (3/4) 弱 (1/8) 
1 1 弱 (3/4) 強 (1/4) 

 
 
 

D3 D2 MTF_C: 解像度補償係数 
0 0 1/4 
0 1 1/2 
1 0 1 
1 1 0  

【注】 MODE が単純二値または像域分離 (文字) 時に有効となります。 
 

08H W 

 
D1 D0 MTF_I: 解像度補償係数 
0 0 1/4 
0 1 1/2 
1 0 1 
1 1 0 

 
【注】 MODE が組織的ディザや誤差拡散および像域分離 (写真) 時に有効となります。 
 

09H W  
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

  SEPA_A (デフォルト値: 00H)
 
D5～D0: SEPA_A  像域分離パラメータ (差分) 
 

0AH W  
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

  SEPA_B (デフォルト値: 00H)
 
D5～D0: SEPA_B  像域分離パラメータ (最小) 
 

0BH W  
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

  SEPA_C (デフォルト値: 00H)
 
D5～D0: SEPA_C  像域分離パラメータ (最大) 
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アドレス R/W 説明 

 
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

  MAX_UP MAX_DOWN MIN_UP (デフォルト値: 00H)
 
 
 

D5 D4 MAX_UP: 背景レベル検出 アップカウンタ用クロック 
0 0 普通 (T = (1 画素周期) × 32) 
0 1 遅く (T = (1 画素周期) × 64) 
1 0 速く (T = (1 画素周期) × 16) 
1 1 さらに速く (T = (1 画素周期) × 8) 

 
 
 

D3 D2 MAX_DOWN: 背景レベル検出 ダウンカウンタ用クロック 
0 0 普通 (T = (1 画素周期) × 128) 
0 1 遅く (T = (1 画素周期) × 256) 
1 0 速く (T = (1 画素周期) × 64) 
1 1 さらに速く (T = (1 画素周期) × 32) 

 
 

0CH W 

 
D1 D0 MIN_UP: 文字レベル検出 アップカウンタ用クロック 
0 0 普通 (T = (1 画素周期) × 128) 
0 1 遅く (T = (1 画素周期) × 256) 
1 0 速く (T = (1 画素周期) × 64) 
1 1 さらに速く (T = (1 画素周期) × 32) 

 
 

0DH W  
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

  UL_MIN (デフォルト値: 1FH)
 
D5～D0: UL_MIN  背景・文字レベルの検出 
 文字レベルの上限値 
 

0EH W  
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

  LL_MAX (デフォルト値: 20H)
 
D5～D0: LL_MAX  背景・文字レベルの検出 
 背景レベルの下限値 
背景レベルの下限値 (LL_MAX) > 文字レベルの上限値 (UL_MIN) 
 

0FH R/W  
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

  GAMMA_D <5:0>   
D5～D0: GAMMA_D  内蔵 γ メモリデータ 
 

10H R/W  
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

  DITH_D <5:0>   
D5～D0: DITH_D  内蔵ディザメモリデータ 
 

 



M66335FP 

RJJ03F0248-0200  Rev.2.00  2008.08.07  
Page 38 of 59 

 
アドレス R/W 説明 
11H W  

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

OFFSET <7:0> (デフォルト値: 00H)
 
D7～D0: OFFSET <7:0> 切り出し用オフセット 下位 8 ビット 
 

12H W  
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

   OFFSET <12:8> (デフォルト値: 00H)
 
D3～D0: OFFSET <12:8> 切り出し用オフセット 上位 5 ビット 
 

13H W  
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

OUTLENGTH <7:0> (デフォルト値: 00H)
 
D7～D0: OUTLENGTH <7:0> 出力画素数 下位 8 ビット 
 

14H W  
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

   OUTLENGTH <12:8> (デフォルト値: 00H)
 
D3～D0: OUTLENGTH <12:8> 出力画素数 上位 5 ビット 
【注】 OUTLENGTH <12:8> は 8 の倍数とする。8 の倍数にならない場合は，8 の倍数になるように

画素を切り捨てます。 
 

15H R/W  
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

       CNV_D   
D0: CNV_D  拡縮指示 
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アドレス R/W 説明 

 
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

     AGCSTP SRDYS SRDYB (デフォルト値: 00H)
 
 
 

D2 AGCSTP: ゲインコントロールカウンタ

0 ゲインコントロールカウンタ有効 
1 ゲイン固定 

  

 

 
D1 SRDYS: SRDY 制御 
0 SRDY 制御をレジスタで行う 
1 SRDY 制御を外部ピンで行う 

  

 

16H R/W 

 
D0 SRDYB: データ転送開始レディ 
0 転送可能 
1 転送不可 

  

• レジスタによりデータ制御を行う場合，

SDRYB 入力ピンは常に"H"にしておく必

要があります。また，レジスタ制御時は 1
ラインごとに SRDY レジスタを制御する

必要があります。 

17H W  
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

INTCLR   
このアドレスをアクセスすることにより，INT 信号がネゲートされる。 
 

18H R/W  
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0  

GAIN <7:0>   
読み込み時: ゲインコントロールカウンタの現在のゲイン値を読み出すことができます。 
書き込み時: ゲインコントロールカウンタのゲイン値の設定を行うことができます。 
 ただし，AGCSTP = 1 のときのみ有効です。 
 

19H R/W  
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 

  UNIF <5:0>  
D5～D0: UNIF_D  内蔵不均一補正メモリデータ 
 

• UMODE = 0 時 
黒補正用 
不均一補正メモ

リをアクセス可

能です。 
• UMODE = 1 時 

白補正用 
不均一補正メモ

リをアクセス可

能です。 
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アナログ回路の動作説明 
アナログ処理回路の回路構成を図 17に示します。 

 

(1) センサ選択回路 

以下の 4種類のセンサを接続することができます。 

レジスタ 02H センサの種類 
CCD CCD センサ 
CIS1 出力される明電圧 (白電位) が 3.5 V 以下の CIS センサ 
CIS2 出力される明電圧 (白電位) が 2 V 以下の CIS センサ 
CIS3 ラインごとに遮光画素を出力する CIS センサ 

 
<CCDモード> 

Max 500 mVp-p

 

CCDモードを選択するスイッチの直後の 2つのオペアンプに
よって，センサ信号の振幅が–4倍されます。(この際センサから
の信号波形は反転します。) 

この結果，サンプル&ホールド回路に入力されるセンサ信号は暗
電圧が 2.2 Vになります。 

 
<CIS1モード> 

    ±200 mV

  Max 3.5 V

 

センサから入力された信号の振幅を 1/2にした上で，その基準
電位を 2.2 Vにシフトアップさせます。 

この結果，サンプル&ホールド回路に入力されるセンサ信号は暗
電圧が 2.2 Vになります。 

 
<CIS2モード> 

  ±200 mV

  Max 2 V

 

センサから入力された信号の基準電位を2.2 Vにシフトアップ
させます。 

この結果，サンプル&ホールド回路に入力されるセンサ信号は暗
電圧が 2.2 Vになります。 

 
<CIS3モード> 

2 Vp-p

 

ラインクランプにより暗電圧が 2.2 Vにクランプがかけられた
センサ信号を，そのままサンプル&ホールド回路に入力させま
す。 
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(2) ラインクランプ回路 

CCD (ラインクランプモード)，CIS3で使用します。 

LCMP (ラインクランプパルス) が，センサの遮光画素領域に出力される基準電位 (暗電圧) をサンプリン
グし，内部基準電圧 2.2 Vにシフトアップさせます。CIS1, CIS2の入力センサでは使用しません。(常時 OFF
にします) 

: レジスタ 02 (LCMPS) 

 

(3) サンプル&ホールド回路，ビットクランプ回路 

CCDにおいては，ラインクランプ以外にビットクランプを行うことができます。BTCMP (ビットクランプ
パルス) が，センサ出力の各画素のブランキング成分をサンプリングします。ビットクランプ回路によりサ
ンプリングされた基準電位との差成分を信号成分として，次段のゲインコントロール回路に入力します。ビッ
トクランプを行わない場合は，BLSを無効にすることにより基準電位は内部基準電位 (2.2 V) に固定されま
す。 

: レジスタ 02 (BLS) 

 

(4) ゲインコントロール回路 

センサ信号の振幅を，A/Dコンバータのダイナミックレンジに合わせるために増幅率 (ゲイン) を調整しま
す。ゲインの設定は AGCモード (レジスタ 00) によるゲイン自動調整と，レジスタ 18 (GAIN <7:0>) による
ダイレクト設定ができます。 

使用するセンサによりゲインは以下の表の範囲で変化します。 

モード 信号の増幅率 (ゲイン) 
CCD 4～20 倍 
CIS1 0.5～2.5 倍 
CIS2 1～5 倍 
CIS3 1～5 倍 

 
AGCモードでは，ゲインコントロールカウンタは初期状態でゲイン最大に設定され，その後 A/Dコンバー
タからオーバフロービットが出力されるたびにカウントダウンしていきます。レジスタ 18 (GAIN <7:0>) に
より，ゲインコントロールカウンタのカウント値 (ゲイン) を直接リード/ライトすることができます。また，
レジスタ 16 (AGCSTP) により，ゲインコントロールカウンタのカウント動作を制御することができます。 

 

(5) 内部基準電圧 

• アナログ回路内部基準電圧源 
ラインクランプ回路，センサ選択回路，サンプル&ホールド回路，ビットクランプ回路の基準電位 (2.2 V) 
を生成します。 

• A/Dコンバータ基準電圧発生回路 
A/Dコンバータの VWL (白レベル基準電圧 3.8 V) と VBL (黒レベル基準電圧 1.8 V) を生成します。 

 



M66335FP 

RJJ03F0248-0200  Rev.2.00  2008.08.07  
Page 42 of 59 

(6) 黒レベルクランプ回路 

アナログ回路部から A/Dコンバータへの基準電位のレベル調整を行います。 

CCD, CID3モードの場合: 黒レベルクランプ回路を使用します。(図 18, 19, 22) GCAO端子と BCMI端子を
容量結合します。センサ信号の遮光画素領域での出力基準電位を A/Dコンバータの VBL (黒レベル基準電圧
1.8 V) になるように，BCMV端子に印加します。 

ラインごとに遮光画素領域に合わせて，BLCMP (黒レベルクランプパルス) が発生します。この回路を使
用しないときは BLCMPSを無効にし，BCMV端子に A/Dコンバータの黒レベル基準電圧を印加してくださ
い。 

: レジスタ 02 (BLCMPS) 

CIS1, CIS2モードの場合: LEVAJ端子を使用します。(図 20, 21) LEVAJ端子に電圧を入力することで，GCAO
端子出力の基準電位を A/Dコンバータの VBL (黒レベル基準電圧 1.8 V) にあわせます。LEVAJ端子の入力
電圧を次のように設定してください。 

VLEVAJ = VVBL – A × Gv + 0.2 [V] 

VGCAO = VLEVAJ + Gv × VIN [V] 

 A: センサの暗電圧の規格最小値 [V] 

 Gv: ゲインコントロール回路のゲイン [倍] 

 VIN: センサの入力信号 [V] 
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図 17 アナログ部の回路構成 
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アナログ回路タイミング図 (CCD モード・ビットクランプの場合) 
アドレス 00H 02H 
ビット D6 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 

レジスタ 
 
モード 信号 SENS LCMPS BLS BLCMPS CCD CIS3 CIS2 CIS1 
CCD (ビットクランプ) 設定 1 1 1 1 1 0 0 0 
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アナログ回路タイミング図 (CCD モード・ラインクランプの場合) 
アドレス 00H 02H 
ビット D6 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 

レジスタ 
 
モード 信号 SENS LCMPS BLS BLCMPS CCD CIS3 CIS2 CIS1 

CCD (ラインクランプ) 設定 1 1 0 1 1 0 0 0 
 

SH

CK1

CCD

LCMP

BTCMP = "H"

BLCMP

A/D

A/D

S/H

GCAO

BCMO

SH

CK1

CCD

: 1/SYSCK

LCMP

BTCMP = "H"

BLCMP

A/D

A/D

S/H

GCAO

BCMO

2 2

3

3

4

4

9

8

9

8

N

N

N

N

12
16

16

16

 

 



M66335FP 

RJJ03F0248-0200  Rev.2.00  2008.08.07  
Page 46 of 59 

アナログ回路タイミング図 (CIS1 モードの場合) 
アドレス 00H 02H 
ビット D6 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 

レジスタ 
 
モード 信号 SENS LCMPS BLS BLCMPS CCD CIS3 CIS2 CIS1 
CIS1 設定 0 0 0 0 0 0 0 1 
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アナログ回路タイミング図 (CIS2 モードの場合) 
アドレス 00H 02H 
ビット D6 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 

レジスタ 
 
モード 信号 SENS LCMPS BLS BLCMPS CCD CIS3 CIS2 CIS1 
CIS2 設定 0 0 0 0 0 0 1 0 
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アナログ回路タイミング図 (CIS3 モードの場合) 
アドレス 00H 02H 
ビット D6 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 

レジスタ 
 
モード 信号 SENS LCMPS BLS BLCMPS CCD CIS3 CIS2 CIS1 
CIS3 設定 1 1 0 1 0 1 0 0 
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図 18 アナログ部の外部ピン接続方法 (CCD モード・ビットクランプの場合) 
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図 19 アナログ部の外部ピン接続方法 (CCD モード・ラインクランプの場合) 
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図 20 アナログ部の外部ピン接続方法 (CIS1 モードの場合) 

 



M66335FP 

RJJ03F0248-0200  Rev.2.00  2008.08.07  
Page 52 of 59 

+ −

+ −

+ −

− +

+ −

−+
+−

+−
+−

+−

+−
+−

+−

V

L
L

H
H

A
V

c
c

A
V

D
D

A
G

N
D

C
1

C
2

G
C

A
O

L
E

V
A

J

L
E

V
A

J

B
C

M
V

B
L

C
M

P
B

C
M

I
B

C
M

O

C
1

C
2G

C
A

O

M
a

x
 5

 p
F

(
1

 M
H

z
)

B
C

M
VB
C

M
V

 =
 V

B
L

B
C

M
I

B
C

M
O

&

A
/D

A
G

C
S

E
L

 <
7

:0
>

8

2
.2

 V

1
.8

 V

V
L

E
V

A
J

R
2

R
1

3
.8

 V

G
C

A

A
IN

A
IN

L
C

M
P

M
C

IS
1

M
C

IS
2

M
C

IS
3

M
C

C
D

M
C

IS
 <

3
:1

>
, 
M

C
C

D

4

V
ri

−

V
ri

−

A
V

c
c

A
G

N
D

D
G

N
D

V
R

E
F

H
O

F

B
 <

7
:1

>
V

R
E

F
L

A
D

IN

L
C

M
P

M
C

IS
 <

3
:1

>
, 
M

C
C

D

V
c
c(

):
 

(
):

 

G
N

D

S
/H

B
T

C
M

P

B
L

S

B
L

C
M

P

R
E

S
E

T

A
D

C
K

G
A

IN
 <

7
:0

>

D
IN

 <
6

:0
>

O
F

A
D

IN
V

W
L

A
G

N
D

D
G

N
D

G
N

D
V

B
L

M
a
x
 2

 V

±2
0

0
 m

V

A
D

C
K

R
E

S
E

T

A
/D

D
V

c
c

V
ri
+

V
ri
+

V
re

f−
V

re
f+

D
V

c
c

V
c
c

 (
2

.2
 V

)

S
/H

B
L

S
B

T
C

M
P

(1
.8

 V
)

R
1
, 
R

2

V
L
E

V
A

J
 =

 V
V

B
L
 −

 A
 ×

 B
 +

 0
.2

  
[V

]

A
: 

G
r:

 

 

図 21 アナログ部の外部ピン接続方法 (CIS2 モードの場合) 
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図 22 アナログ部の外部ピン接続方法 (CIS3 モードの場合) 
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フローチャート 

読み取り動作 (センサ: CCD) 
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読み取り動作 (センサ: CIS) 
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MPU インタフェース 

リード動作タイミング (M66335→MPU) 
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ライト動作タイミング (MPU→M66335) 
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DMA タイミング 

リード動作タイミング (M66335→システムバス) 
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CODEC 部タイミング 
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ご使用上の注意 

(1) アドレス 00h のアクセス 

アドレス 00hをアクセスする場合，内蔵の GCC (ゲインコントロールカウンタ) 値が FFhにセットされる
場合があります。 

そのため，アドレス 00hをアクセスする前に，アドレス 18hの GAIN値を読み取り，アクセス後，アドレ
ス 18hに GAIN値を書き込む必要があります (フロー図 A参照)。 

 

18h GAIN

18h GAIN

00h 

 

図 A アドレス 00h アクセスフロー 

 

(2) リセット 

M66335FPには，2種類のリセットがあります。各リセットの機能を表 Aに示します。 

 

表 A リセットの機能 

機能 
リセットの種類 レジスタの初期化 内部 F/F の初期化 GCC の初期化 
ハードリセット 
RESET    
ソフトリセット 
レジスタ 0 
(RESET) 
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外形寸法図 
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